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定理１　△の外心を中心とする円の円周

　　　　上の点から直線，，へおろ

　　　　した垂線との交点をそれぞれ，，と

　　　　する。このとき，△の面積は点の

　　　　位置によらず一定である。

  
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    

  

   

     

      



定理２（シムソン）△の外接円周上の点から直線，，に垂線を引

　　　　　　　　　いたとき，それらの交点は直線上にある。



　定理３（カルノー）△の外接円周上の点から直線，，と同じ向き

　　　　　　　　　で等しい角（とする）をなす直線を引いたとき，それらの交点は

　　　　　　　　　直線上にある。



       


